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9
月
14
日
、
江
東
支
部
大
島
分

会
で
は
、
10
人
を
超
え
る
仲
間
が

集
ま
り
、
3
組
に
分
か
れ
組
合
員

訪
問
を
実
施
し
ま
し
た
。

金
谷
さ
ん
、寺
内
さ
ん
、小
寺
さ

ん
、柴
田
さ
ん
、高
橋
さ
ん
の
組
は

大
島
8
丁
目
を
回
り
ま
し
た
。
Ａ

さ
ん
宅
で
は
、
土
建
ま
つ
り
や
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
に
誘
い
、
健
康
診

断
の
受
診
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、

仕
事
の
状
況
で
対
話
。
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
の
2
次
下
請
で
鍛
冶
工
の
仕

事
を
し
て
い
て
、
賃
金
は
3
年
ほ

ど
前
よ
り
少
し
上
が
っ
た
、今
後
、

五
輪
選
手
村
の
工
事
を
や
る
予
定

だ
と
の
こ
と
。
ま
た
Ｂ
さ
ん
宅
で

は
、
町
場
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
業
者
が
粗
悪
な
工
事
を
や

っ
て
い
る
の
で
大
問
題
だ
と
い
う

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
島
分
会
は
こ
の
日
ま
で
6
人

の
加
入
の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
「
今
夜
は
23
人
の
仲
間
を
訪

問
出
来
ま
し
た
。
分
会
で
は
地
域

に
在
住
す
る
約
2
0
0
人
の
組
合

員
を
訪
問
し
つ
く
す
こ
と
を
基
本

に
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
長
谷
川

分
会
長
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ＢＢＱ決起集会であいさつする田波副委員長

【
狛
江
・
塗
装
・
岡
田
真
琴
記
】

9
月
10
日
、
狛
江
支
部
会
館
で
午

前
中
に
活
動
者
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
来
賓
に
は
本
部
の
渡
邊
常

任
中
執
を
招

き
、
秋
の
諸

運
動
の
前
進

と
70
周
年
土

建
祭
り
の
成

功
を
参
加
者
に
訴
え
て
意
思
統
一

を
図
り
、
分
会
・
青
年
部
・
主
婦

の
会
・
シ
ニ
ア
倶
楽
部
の
代
表
か

ら
拡
大
へ
の
意
気
込
み
の
決
意
表

明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
拡
大
Ｂ
Ｂ
Ｑ
決
起

集
会
会
場
の
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
に

一
斉
に
移
動
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
は
最
高

の
天
気
で
、
お
酒
の
吸
い
込
み
も

順
調
で
し
た
（
笑
）
。
こ
こ
で
も

分
会
ご
と
に
決
意
表
明
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
同
時
に
届
く
加
入

書
の
多
さ
に
驚
く
ば
か
り
。
事
業

所
を
多
く
抱
え
る
分
会
か
ら
は

「
ま
だ
ま
だ
増
え
る
よ
〜
」
と
う

れ
し
い
一
言
も
あ
り
、
幸
先
の
い

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
10
月
以
降
に
は
国
交
省
の

直
轄
工
事
で
は
、
社

保
未
加
入
業
者
へ
の

罰
則
強
化
で
こ
の
勢

い
は
ま
だ
ま
だ
続
き

そ
う
で
す
。
長
い
17

日
間
の
拡
大
統
一
行
動
、
気
を
引

き
し
め
て
一
人
で
も
多
く
の
仲
間

が
分
会
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
実

り
多
き
月
間
と
な
る
よ
う
に
皆
に

訴
え
ま
し
た
。

若い仲間を訪問し訪問グッズを渡しながら
対話する金谷さん（中）、寺内さん（左）

【
本
部
・
松
舘
寛
記
】
墨
田
支

部
出
陣
式
で
平
日
昼
間
、
事
業
所

訪
問
行
動
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

本
所
第
二
分
会
は
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
足
元
に
あ
る
分
会
で
、

30
群
の
う
ち
16
群
が
事
業
所
で

す
。
9
月
8
日
は
昼
間
行
動
を
実

施
。
午
後
1
時
に
分
会
セ
ン
タ
ー

に
7
人
が
集
ま
り
、
夜
勤
あ
け
の

間
船
升
元
分
会
長
が
自
転
車
で
廻

る
区
内
班
と
自
動
車
で
廻
る
区
外

班
を
確
認
し
出
発
。
区
内
班
は
11

事
業
所
を
訪
問
。
「
拡
大
月
間
で

す
の
で
ご
挨
拶
に
う
か
が
い
ま
し

た
」
と
大
屋
好
正
財
政
部
長
は
ど

ん
ど
ん
廻
り
ま
す
。
同
行
し
た
加

藤
波
太
郎
常
任
執
行
委
員
は
大
屋

さ
ん
の
自
転
車
の
ス
ピ
ー
ド
に
ビ

ッ
ク
リ
。
途
中
で
組
合
員
さ
ん
に

も
会
い
「
何
し
て
い
る
の
」
「
拡

大
行
動
に
決
ま
っ
て
い
る
よ
」
と

笑
っ
て
答
え
ま
す
。

訪
問
先
の
事
業
所
で
は
「
土
建

さ
ん
に
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
入
っ
た
ら
組
合
に
い
れ

ま
す
か
ら
ね
」
と
ど
こ
も
好
意
的

で
す
。
7
人
の
目
標
で
4
人
加
入

し
て
い
ま
す
。
秋
の
分
会
拡
大
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
み
ん
な
で
拡
大
目

標
を
超
え
よ
う
」
で
す
。

事業所訪問で説明する右か
ら加藤さん、大屋さん

【
葛
飾
・
書
記
・
沼
美
幸
通
信

員
】
9
月
10
日
、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

か
つ
し
か
で
活
動
者
会
議
と
秋
の

拡
大
出
陣
式
を
行
な
い
、
1
5
0

人
の
仲
間
が
参
加
。
午
前
は
本
部

の
中
村
専
従
常
任
中
執
よ
り
講

演
、
原
水
禁
世
界
大
会
参
加
者
か

ら
の
報
告
、
分
会
か
ら
活
動
経
験

報
告
を
も
ら
い
ま
し
た
。

お
昼
を
挟
み
、
午
後
は
基
調
報

告
、
火
災
共
済
と
地
震
共
済
の
促

進
の
訴
え
を
行
な
い
ま
し
た
。
質

疑
で
は
、
葛
飾
区
か
ら
の
「
公
契

約
条
例
を
制
定
す
る
予
定
は
な

い
」
と
い
う
正
式
回
答
が
あ
っ
た

と
い
う
報
告
を
受
け
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ま
ず
は
協

力
団
体
と
共
に
話
し
合
い
、
区
議

会
議
員
と
の
懇
談
等
を
検
討
し
て

い
る
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
の
入
替
後
、
続
い
て
拡

大
出
陣
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
組

織
部
長
の
土
屋
さ
ん
か
ら
秋
の
拡

大
に
つ
い
て
、「
実
増
を
め
ざ
し
、

秋
の
拡
大
達
成
に
向
け
て
頑
張
ろ

う
」
と
話
が
あ
り
、
各
分
会
で
考

え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
秋
の

拡
大
へ
の
意
気
込
み
を
見
せ
ま
し

た
。
最
後
は
、
頑
張
ろ
う
三
唱
を

行
な
い
、
秋
の
拡
大
月
間
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
江
戸
川
・

書
記
・
中
村
安

彦
通
信
員
】
江

戸
川
支
部
で

は
、
9
月
7
日

に
秋
の
出
陣
式

を
支
部
会
館
で

開
催
し
ま
し

た
。ま

ず
、
成
田

委
員
長
と
川
島
組
織
部
長
が
「
自

分
の
た
め
に
も
な
る
こ
の
運
動
の

輪
を
仲
間
に
広
げ
ま
し
ょ
う
」
と

熱
く
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
乾
杯

の
あ
い
さ
つ
で
は
、
木
城
副
委
員

長
が
こ
の
日
の
た
め
に
整
髪
し
て

き
た
頭
を
披
露
。
な
ん
と
後
頭
部

に
は
「
拡
大
」
と
の
文
字
が
…
。

床
屋
に
特
に
頼
み
込
ん
で
剃
っ
て

も
ら
っ
た
と
の
こ
と
。
会
場
全
体

が
そ
の
熱
意
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
恒
例
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
全
25
分
会
と

青
年
部
・
主
婦
の
会
・
く
す
の
木

ク
ラ
ブ
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
決
意
表
明
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
力
作
ぞ
ろ
い
の
手

作
り
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
披
露
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
各
分
会
と
も
実
増
を
意

識
し
た
加
入
書
持
ち
寄
り
を
追
求

し
、
55
人
の
新
加
入
者
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

2
6
2
人
で
し
た
。
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常設センターに集まる町田
・鶴川分会の仲間木城副委員長の後頭部に

は「拡大バカ」

町
田
支
部
で
最
大
現
勢
の
鶴
川

分
会
は
今
年
か
ら
50
歳
前
後
の
若

手
の
分
会
長
、
書
記
長
、
組
織
部

長
を
先
頭
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

9
月
20
日
は
分
会
常
設
セ
ン
タ
ー

に
7
人
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し

た
。
今
日
は
40
代
以
下
の
若
手
組

合
員
の
訪
問
で
す
。
中
島
公
也
分

会
長
が
訪
問
先
を
決
定
、
2
組
で

行
動
に
出
ま
し
た
。

中
島
分
会
長
、
久
住
晋
分
会
賃

税
部
長
、
尾
花
慎
司
副
委
員
長
の

組
は
木
下
さ
ん
と
仁
田
さ
ん
を
訪

問
し
ま
し
た
。
支
部
で
作
成
し
た

結
成
50
周
年
記
念
の
訪
問
グ
ッ
ズ

（
折
り
た
た
み
傘
）
と
分
会
Ｂ
Ｂ

Ｑ
大
会
の
チ
ラ
シ
を
渡
し
、
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。
「
イ
ベ
ン
ト

に
知
っ
て
い
る
人
が
い
な
い
と
思

え
ば
、
参
加
し
よ
う
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
て
仲
間

に
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
、
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
声
を
か
け
て
い

る
ん
で
す
」
と
中
島
分
会
長
は
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

行
動
の
ま
と
め
を
田
中
智
志
分

会
組
織
部
長
が
行
な
い
、
明
日
の

訪
問
先
も
決
め
て
い
き
ま
す
。
18

人
の
目
標
達
成
め
ざ
し
て
が
ん
ば

る
鶴
川
分
会
で
す
。

行
事
や
仕
事
で
対
話

若手訪ね声かけ

江東・
大 島

５０周年グッズを持参

２
百
人
の
仲
間
を
総
当
た
り

墨 田 ・
本所第二

平
日
昼
間
に
行
動

事
業
所
ど
こ
も
好
意
的

町
田
・

鶴
川

公
契
約
何
と
し
て
も

葛飾

各
分
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
掲
げ

５５
人
分
の
新
加
入
書

江戸川

全
分
会
が
実
増
を
意
識

ま
だ
ま
だ
増
え
る

狛江

Ｙ
ラ
ン
ド
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
決
起

仲間ふやし要求実現仲間ふやし要求実現


